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太
田 

圭
洋

　

Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｙ
グ
ル
ー
プ
・
名
古
屋
記
念
財

団
は
、
名
古
屋
市
南
東
部
及
び
知
多
半
島
を

中
心
に
、
２
病
院
、
６
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
１
障

害
者
施
設
を
有
す
る
医
療
・
福
祉
グ
ル
ー
プ

だ
。急
性
期
病
院
の「
名
古
屋
記
念
病
院
」と
、

透
析
を
中
心
に
包
括
期
医
療
を
担
う
「
新
生

会
第
一
病
院
」、
外
来
維
持
透
析
を
主
体
的

に
行
う
複
数
の
サ
テ
ラ
イ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
と

障
害
者
施
設
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　
「
そ
も
そ
も
の
ス
タ
ー
ト
は
、
私
の
父
が

腎
不
全
の
患
者
さ
ん
に
対
す
る
透
析
治
療
を

行
う
た
め
に
、
夜
間
専
用
の
透
析
医
療
機
関

を
立
ち
上
げ
た
こ
と
で
し
た
」

　

Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｙ
グ
ル
ー
プ
の
第
二
代
・
太
田

圭
洋
理
事
長
は
、
経
緯
を
振
り
返
る
。
時
代

は
い
ま
か
ら
55
年
前
の
１
９
７
１
年
（
昭
和

46
年
）。
当
時
ま
だ
腎
不
全
の
透
析
医
療
を

賄
え
る
医
療
機
関
は
少
な
く
、
愛
知
県
内
で

も
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
分
院
な
ど

限
ら
れ
た
施
設
で
し
か
対
応
し
て
い
な
か
っ

た
。

　

太
田
理
事
長
に
よ
れ
ば
「
日
本
で
透
析
治

療
が
始
ま
っ
た
の
は
１
９
６
８
年
で
、
開

業
は
そ
れ
か
ら
３
年
後
で
す
。
治
療
と
し

て
、
透
析
自
体
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
」。
そ
ん
な
時
代
に
、
腎
不
全
患
者

の
社
会
復
帰
を
目
的
に
、
透
析
治
療
の
黎
明

期
を
支
え
る
医
療
施
設
と
し
て
産
声
を
上

HOSPYグループ・名古屋記念財団は、名古屋記念病院と新生会第一
病院を中心に 6つのクリニックと、１つの障害者施設を展開する。半世
紀以上前、腎不全患者の透析治療からスタートした病院は、いまや名古
屋南東部から知多半島をカバーする医療・福祉グループへ。飛躍の一端
を太田圭洋理事長に聞いた。

透
析
医
療
の
パ
イ
オ
ニ
ア

医
療
と
福
祉
の
一
体
化

HOSPY Group

Y
o

sh
ih

iro
 O

ta

社
会
医
療
法
人
名
古
屋
記
念
財
団 

理
事
長

げ
た
の
だ
。

　
「
夜
間
専
用
に
し
た
の
は
、
日
中
働
い
て

い
る
患
者
さ
ん
が
い
た
か
ら
だ
と
聞
い
て
い

ま
す
。
透
析
治
療
で
少
し
で
も
働
く
人
を
支

え
た
い
一
心
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
」

　

以
来
半
世
紀
余
り
を
経
て
、
今
で
は
新
生

会
第
一
病
院
を
中
心
に
、
腎
・
透
析
に
関
し

て
は
グ
ル
ー
プ
全
体
で
約
１
４
０
０
人
の
透

析
患
者
の
治
療
を
行
う
。
そ
れ
も
30
年
以
上

に
わ
た
る
長
期
の
患
者
が
多
く
、
治
療
レ
ベ

ル
の
高
さ
も
立
証
済
み
だ
。
腎
不
全
治
療
と

し
て
の
血
液
透
析
、
腹
膜
透
析
に
加
え
、
在

宅
血
液
透
析
に
も
対
応
し
て
お
り
、
太
田
理

事
長
は
「
愛
知
県
で
も
包
括
的
に
腎
代
替
療

法
を
提
供
で
き
て
い
る
、
数
少
な
い
民
間
医

療
・
福
祉
グ
ル
ー
プ
で
す
」
と
自
信
を
示
す
。

　
「
医
療
技
術
の
進
歩
や
社
会
保
障
制
度
、

な
か
で
も
腎
不
全
医
療
を
支
え
る
制
度
な
ど

が
充
実
し
て
い
く
中
で
、
患
者
さ
ん
が
増
え

て
い
っ
た
背
景
が
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
根

本
に
は
腎
不
全
の
患
者
さ
ん
の
社
会
復
帰
を

願
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
や
活
動
を
し
な
が

ら
地
域
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
創
業
か

ら
の
強
い
思
い
が
、
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
」

　

一
方
、
急
性
期
病
院
と
し
て
地
域
を
支
え

る
存
在
が
、
グ
ル
ー
プ
の
中
核
で
あ
る
名
古

FROM THE CHAIRMAN
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屋
記
念
病
院
だ
。
１
９
８
５
年（
昭
和
60
年
）

に
開
設
さ
れ
、
と
く
に
が
ん
診
療
と
救
急
医

療
に
お
い
て
地
域
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
。
救
急
は
年
間
約
６
５
０
０
～

７
０
０
０
件
の
救
急
搬
送
を
受
け
入
れ
、
地

域
の
救
急
医
療
や
災
害
な
ど
緊
急
時
対
応
の

施
設
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
。
が
ん

診
療
に
お
い
て
も
外
科
治
療
、
化
学
療
法
、

免
疫
治
療
、、
緩
和
ケ
ア
が
行
え
る
体
制
が

整
っ
て
い
る
。

　

近
隣
の
開
業
医
と
の
連
携
も
密
だ
。
高
齢

患
者
へ
の
対
応
を
見
据
え
て
、
新
生
会
第
一

病
院
は
在
宅
医
療
も
提
供
し
、
サ
テ
ラ
イ
ト

ク
リ
ニ
ッ
ク
は
じ
め
、
居
宅
介
護
療
養
支
援

所
も
開
設
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
一
端
も
担

う
。
同
時
に
、
障
が
い
者
の
生
活
を
支
え
る

社
会
福
祉
法
人
「
あ
し
た
の
丘
」
も
運
営
す

る
。

　
「
こ
こ
で
は
透
析
が
必
要
な
患
者
さ
ん
も

受
け
入
れ
、
診
察
、
治
療
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
診
療
所
を
併
設
す
る
障
が
い

者
施
設
は
、
全
国
で
も
数
少
な
い
と
思
い
ま

す
。
腎
不
全
患
者
さ
ん
の
社
会
復
帰
を
支
え

る
活
動
の
一
環
で
、
当
グ
ル
ー
プ
で
は
地
域

の
医
療
と
福
祉
を
一
体
的
に
捉
え
て
運
営
し

て
い
ま
す
」

　

腎
不
全
に
対
す
る
透
析
治
療
か
ら
始
ま

り
、
急
性
期
病
院
や
地
域
包
括
ケ
ア
の
一
端

を
担
う
包
括
期
・
長
期
療
養
対
応
病
院
、
サ

テ
ラ
イ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
福
祉
施
設
の
展
開

ま
で
、
今
で
は
グ
ル
ー
プ
内
で
医
療
完
結
体

制
が
整
う
ま
で
に
拡
大
を
見
せ
て
い
る
。

　

し
か
し
太
田
理
事
長
は
「
も
と
も
と
グ

ル
ー
プ
内
で
、
医
療
を
完
結
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
現
在
も
地
域
の
医
療

機
関
と
の
連
携
を
重
視
し
て
い
ま
す
」
と
、

グ
ル
ー
プ
内
完
結
を
き
っ
ぱ
り
否
定
す
る
。

Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｙ
グ
ル
ー
プ
の
規
模
拡
大
は
「
あ

く
ま
で
も
地
域
の
患
者
さ
ん
を
守
る
医
療
に

徹
し
て
き
た
結
果
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
地
域

の
医
療
機
関
と
の
連
携
の
中
で
導
か
れ
た
も

の
だ
と
、
太
田
理
事
長
は
強
調
す
る
。

　

そ
も
そ
も
グ
ル
ー
プ
躍
進
の
背
景
に
は
、

立
地
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
グ
ル
ー

プ
の
拠
点
が
あ
る
名
古
屋
市
天
白
区
は
、

１
９
７
５
年
（
昭
和
50
年
）
に
昭
和
区
か
ら

分
区
独
立
し
て
誕
生
し
た
最
も
新
し
い
区

だ
。
名
古
屋
市
南
東
部
に
位
置
し
、
市
の
中

心
、
伏
見
と
豊
田
市
を
結
ぶ
鶴
舞
線
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
す
る
。

　

周
辺
は
、
転
勤
な
ど
で
名
古
屋
市
外
か
ら

移
り
住
む
人
や
、
環
境
の
良
さ
か
ら
子
育
て

世
代
や
若
い
人
が
移
住
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い

な
ど
近
年
、
人
口
が
急
増
し
て
い
る
地
域
で

も
あ
る
。
15
歳
未
満
人
口
が
他
の
地
域
よ
り

多
く
、
少
子
高
齢
化
は
「
全
国
平
均
よ
り
約

10
年
進
行
が
遅
い
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
合
併
以
前
は
、
山
や
田
畑
に
囲
ま

れ
た
農
業
中
心
の
エ
リ
ア
で
、
人
口
も
少
な

い
地
域
だ
っ
た
。
転
機
は
１
９
６
１
年
（
昭

和
36
年
）
以
降
に
土
地
区
画
整
理
が
相
次
い

で
行
わ
れ
た
こ
と
だ
。
そ
の
後
、
幹
線
道
路

の
新
設
拡
張
、
学
校
・
住
宅
地
な
ど
の
用
地

開
発
が
大
幅
に
進
み
、
生
活
環
境
の
整
っ
た

住
宅
地
へ
と
急
変
し
た
。

　

結
果
、
昭
和
40
年
代
（
１
９
６
５
年
）
に

入
っ
て
飛
躍
的
に
人
口
が
伸
び
始
め
、
地
域

経
済
の
発
展
が
見
込
ま
れ
る
エ
リ
ア
へ
と
生

ま
れ
変
わ
っ
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
が
、医
療
の
拡
充
だ
っ
た
。

太
田
理
事
長
が
、
当
時
の
周
辺
環
境
を
説
明

す
る
。

　
「
名
古
屋
市
の
公
的
病
院
（
大
学
附
属
病

院
、
市
民
病
院
な
ど
）
は
、
主
に
名
古
屋
市

の
中
心
部
、
北
部
、
西
部
に
集
中
し
て
い
ま

す
。
天
白
区
や
緑
区
北
東
部
に
か
け
て
の
南

東
部
エ
リ
ア
は
、
大
型
の
公
的
病
院
が
存
在

し
ま
せ
ん
で
し
た
。。
宅
地
開
発
が
進
み
、

人
口
が
増
え
て
い
く
振
興
住
宅
地
で
あ
り
な

が
ら
、
医
療
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
遅
れ
て
い

た
の
で
す
」

　

そ
ん
な
時
期
に
、
初
代
の
太
田
和
宏
氏
理

事
長
が
、
腎
不
全
患
者
の
社
会
復
帰
を
支

え
る
施
設
と
し
て
「
名
古
屋
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

を
名
古
屋
市
南
東
部
に
開
設
、
こ
れ
が
Ｈ
Ｏ

Ｓ
Ｐ
Ｙ
グ
ル
ー
プ
の
出
発
点
で
、
そ
の
後
、

名
古
屋
記
念
病
院
の
開
設
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。

　
「
透
析
治
療
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
患
者

さ
ん
と
長
年
関
わ
っ
て
い
く
中
で
、
が
ん
や

糖
尿
病
、
高
血
圧
な
ど
の
合
併
症
や
、
透
析

以
外
の
急
な
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
を
受
け
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。
そ

ん
な
時
に
、
新
興
住
宅
地
区
で
あ
る
天
白
区

に
は
紹
介
で
き
る
大
き
な
総
合
病
院
が
な

く
、
増
大
す
る
地
域
の
医
療
需
要
を
支
え
る

医
療
機
関
が
存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。ま
た
、

気
軽
に
患
者
を
専
門
診
療
科
に
紹
介
で
き
た

り
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
新
し
い
検
査
を
共

同
利
用
で
き
る
医
療
機
関
が
、
地
域
で
新
た

に
開
院
し
た
診
療
所
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
地
域
を
支
え
て
い
く
た
め
入
院
病
床

や
共
同
利
用
設
備
が
整
っ
た
総
合
病
院
が
必

要
だ
と
判
断
し
、
名
古
屋
記
念
病
院
の
建
設

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

流
れ
の
中
で
、
地
域
の
急
性
期
医
療
や
救
急

医
療
を
引
き
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た

の
で
す
」

　

こ
う
し
て
１
９
８
５
年
に
開
設
さ
れ
た
名

古
屋
記
念
病
院
は
、
現
在
３
６
５
日
24
時
間

体
制
で
救
急
医
療
に
対
応
し
、
名
古
屋
市
南

東
部
エ
リ
ア
の
救
急
医
療
を
支
え
る
中
心
的

役
割
を
担
う
。
新
生
会
第
一
病
院
を
中
心
と

し
た
腎
不
全
治
療
と
、
地
域
の
急
性
期
医
療

HOSPY Group

Y
o

sh
ih

iro
 O

ta

医
療
の
空
白
地
帯
を
開
拓

地
域
と
の
絆
が
急
性
期
医
療
へ
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の
二
つ
の
医
療
を
柱
と
す
る
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｙ
グ

ル
ー
プ
の
基
盤
が
築
か
れ
る
。
そ
れ
は
ま
さ

に
、
地
域
的
な
結
び
つ
き
か
ら
生
ま
れ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

さ
ら
に
２
０
１
１
年
に
は
、
社
会
医
療
法

人
名
古
屋
記
念
財
団
と
し
て
認
定
さ
れ
、
公

益
性
の
高
い
医
療
提
供
を
行
う
病
院
と
し
て

の
地
位
を
確
保
す
る
。民
間
で
あ
り
な
が
ら
、

実
質
的
に
公
的
な
役
割
を
担
う
医
療
機
関
で

あ
る
こ
と
が
、
制
度
的
に
認
め
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

　

２
０
１
８
年
５
月
に
は
、
新
生
会
第
一
病

院
を
新
築
移
転
。
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｙ
グ
ル
ー
プ
の

腎
・
透
析
部
門
の
中
心
と
し
て
透
析
治
療
体

制
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
創
立

か
ら
55
年
の
歳
月
を
経
て
、
名
実
と
も
に
地

域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
医
療
・
福
祉
の
複

合
的
な
医
療
機
関
と
し
て
地
歩
を
固
め
つ
つ

あ
る
。
そ
し
て
次
な
る
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
描

く
の
は
、
開
設
か
ら
40
年
が
経
過
し
た
名
古

屋
記
念
病
院
の
新
築
移
転
計
画
だ
。

　

す
で
に
用
地
確
保
が
終
わ
り
、
完
成
パ
ー

ス
も
出
来
上
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
太
田
理

事
長
は
、
国
内
経
済
や
国
際
情
勢
を
見
極
め

な
が
ら
慎
重
に
時
期
を
検
討
し
て
い
る
。
近

年
の
物
価
高
騰
で
全
国
的
に
病
院
は
ど
こ
も

厳
し
い
経
営
を
迫
ら
れ
て
い
る
。ア
メ
リ
カ
・

イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
と
の
戦
争
に
伴
う
原

油
高
騰
な
ど
の
不
安
要
素
も
あ
り
、
今
後
の

経
済
の
先
行
き
は
見
通
せ
な
い
。

　

太
田
理
事
長
は
、
グ
ル
ー
プ
を
率
い
る
一

方
で
、
全
日
本
病
院
協
会
愛
知
県
支
部
長
、

日
本
医
療
法
人
協
会
副
会
長
な
ど
の
要
職
に

も
携
わ
り
、
２
０
２
４
年
11
月
か
ら
は
、
厚

生
労
働
省
の
諮
問
機
関
で
あ
る
中
央
社
会
保

険
医
療
協
議
会
（
中
医
協
）
の
委
員
を
務
め

て
い
る
。
つ
ま
り
病
院
経
営
と
、
保
険
診
療

に
お
け
る
診
療
報
酬
の
点
数
や
薬
価
な
ど
の

審
議
・
決
定
の
両
方
に
か
か
わ
っ
て
き
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
医
療
機
関
の
経
営
状
況
を
な

ん
と
か
少
し
で
も
改
善
し
た
い
と
奔
走
す
る

日
々
だ
。

　
「
２
年
ご
と
に
改
定
が
行
わ
れ
る
診
療

報
酬
の
決
定
で
、
２
０
２
２
年
は
０
・

４
３
％
、
２
０
２
４
年
は
０
・
８
８
％
の
引

き
上
げ
で
し
た
。
国
内
の
物
価
は
２
０
２
２

年
か
ら
毎
年
３
％
ず
つ
上
が
っ
て
い
ま
す
。

過
去
、
本
体
改
定
率
と
物
価
上
昇
率
は
、
原

則
連
動
し
て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
こ
の
４

年
間
、
物
価
だ
け
が
上
昇
し
、
医
療
提
供
コ

ス
ト
の
上
昇
を
現
在
の
診
療
報
酬
点
数
で
支

え
る
の
は
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
け
ば
、
全
国
で
経
営

が
立
ち
行
か
な
く
な
る
医
療
機
関
も
出
か

ね
な
い
状
況
で
す
。。
２
０
２
６
年
度
の
改

定
で
な
ん
と
か
３
・
０
９
％
に
な
り
ま
し
た

が
、
病
院
団
体
と
し
て
の
当
初
の
要
求
は
病

院
の
診
療
報
酬
の
10
％
ア
ッ
プ
で
し
た
。
医

療
物
資
だ
け
で
は
な
く
建
築
資
材
の
高
騰
な

ど
も
あ
っ
て
、
当
院
も
そ
う
で
す
が
新
築
や

改
築
を
先
送
り
せ
ざ
る
を
得
な
い
医
療
機
関

も
数
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
地

域
医
療
を
守
る
た
め
に
、
グ
ル
ー
プ
が
一
丸

と
な
っ
て
乗
り
越
え
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
医
療
が
大
変
な
状
況
に
あ
る
と
い
う
こ

と
を
、
中
医
協
や
病
院
団
体
の
活
動
を
通
し

て
い
ろ
ん
な
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
な
が

ら
、
次
の
改
定
に
向
け
て
環
境
整
備
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
災
害
が
想
定
さ

れ
る
中
、
救
急
医
療
や
災
害
医
療
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
。
名
古
屋
市
南
東
部
の
中

心
的
な
存
在
と
し
て
、
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｙ
グ
ル
ー

プ
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
ま
さ
に
こ
れ
か
ら

で
あ
る
。

HOSPY Group

Y
o

sh
ih

iro
 O

ta

厳
し
い
時
こ
そ
進
化
す
る

FROM THE CHAIRMAN
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年
間
１
万
台
以
上
の
救
急
車
が
出
入
り
す

る
名
古
屋
掖
済
会
病
院
（
以
下
、
掖
済
会
）

の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
。
救
急
車
が
横
付
け

さ
れ
る
と
、
救
急
医
や
ス
タ
ッ
フ
が
駆
け
寄

り
、
手
際
よ
く
患
者
を
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に

乗
せ
て
、
処
置
室
へ
と
移
動
す
る
。

　
最
新
鋭
の
設
備
が
整
っ
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
Ｅ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
そ
の
場
所

は
、
救
急
搬
入
口
か
ら
10
メ
ー
ト
ル
余
り
し

か
離
れ
て
い
な
い
。
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
、

大
量
吐
血
と
い
っ
た
一
刻
を
争
う
重
症
疾
患

で
は
、
時
間
と
距
離
が
患
者
の
生
死
を
分
け

る
。
移
動
時
間
が
大
き
な
ロ
ス
と
な
り
、
搬

送
の
振
動
が
出
血
を
助
長
し
て
状
態
悪
化
を

招
く
こ
と
も
あ
る
の
だ
。
そ
れ
ゆ
え
処
置
室

を
「
近
け
れ
ば
近
い
ほ
ど
良
い
」
場
所
に
置

く
の
は
、
救
命
救
急
の
鉄
則
と
も
い
え
る
。

　
２
０
２
０
年
12
月
か
ら
稼
働
す
る
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
Ｅ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
は
、
救
急
外
来
に
Ｃ

Ｔ
と
血
管
撮
影
装
置
を
組
み
合
わ
せ
た
装
置

を
設
置
し
、
診
断
と
治
療
を
同
時
並
行
で
行

う
。
搬
送
さ
れ
た
患
者
は
、
救
急
車
か
ら
直

接
こ
の
部
屋
へ
入
室
し
、
他
の
場
所
に
移
動

す
る
こ
と
な
く
、診
察
、Ｃ
Ｔ
撮
影
、カ
テ
ー

テ
ル
治
療
、
ダ
メ
ー
ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
治
療

な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

救
急
専
従
医
が
主
導
す
る

命
の
現
場
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名
古
屋
掖
済
会
病
院
の
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
で
は
、
救
急
主
導
の
Ｅ
Ｒ
型
救
急
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
お
り
、
す
べ
て
の
救
急
患

者
の
初
期
診
断
と
ト
リ
ア
ー
ジ
、
緊
急
処
置

を
救
急
専
門
の
ド
ク
タ
ー
が
取
り
仕
切
る
。

救
急
専
従
医
は
、
内
科
系
・
外
科
系
の
幅
広

い
知
識
と
救
命
技
術
を
備
え
、
一
刻
を
争
う

状
況
の
中
で
的
確
な
判
断
を
下
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
各
診
療
科
へ
の
振
り
分
け
も
、

救
急
専
従
医
が
必
要
に
応
じ
て
行
っ
て
い

る
。

　
24
時
間
３
６
５
日
“
断
ら
な
い
救
急
”
を

掲
げ
、
救
急
専
従
医
を
中
心
に
、
循
環
器
内

科
や
脳
神
経
外
科
の
ド
ク
タ
ー
、
医
療
チ
ー

ム
が
24
時
間
体
制
で
待
機
し
、
３
件
同
時
に

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
が
行
え
る
体
制
を
整
え
て

い
る
。
こ
う
し
た
体
制
の
背
景
に
は
、
長
年

に
わ
た
り
積
み
重
ね
て
き
た
救
急
医
療
の
経

験
と
人
材
育
成
が
あ
る
。

　「
当
院
は
１
９
７
８
年
（
昭
和
53
年
）
に

東
海
地
方
第
１
号
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に

指
定
さ
れ
て
以
来
、
救
急
医
療
に
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
救
命
救
急
に
関
し

て
は
、
先
人
た
ち
が
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
注

い
で
き
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
を
救
う
た
め
に

役
割
や
手
順
を
定
め
、
訓
練
と
経
験
を
重
ね

て
良
い
チ
ー
ム
に
育
て
あ
げ
る
。
そ
う
し
て

積
み
上
げ
て
き
た
実
績
が
、
今
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
名
古
屋
掖
済
会
病
院
の
運
営
母
体
は
、

１
８
８
０
年
（
明
治
13
年
）
に
設
立
さ
れ
た

公
益
法
人
日
本
海
員
掖
済
会
で
あ
る
。
日
本

に
郵
便
制
度
を
創
設
し
た
前
島
密ひ

そ
から
５
名
の

創
設
者
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
、
日
本
初
の
公

益
法
人
で
あ
る
。
設
立
当
時
、
日
本
の
海
運

業
は
黎
明
期
に
あ
り
、
海
運
を
担
う
海
員
や

船
員
の
養
成
・
保
護
を
目
的
に
、
教
育
訓
練

や
宿
泊
施
設
の
整
備
、
乗
船
の
あ
っ
せ
ん
な

ど
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
一
端
と
し
て
、
海

員
や
船
員
が
ケ
ガ
や
病
気
を
し
た
際
に
備
え

た
医
療
事
業
に
が
整
備
さ
れ
て
い
き
、
そ
の

中
核
と
し
て
設
立
さ
れ
た
の
が
掖
済
会
病
院

で
あ
っ
た
。

　
日
本
海
員
掖
済
会
は
、
名
古
屋
市
の
ほ
か

に
北
海
道
小
樽
市
、
宮
城
県
利
府
町
、
横
浜

市
、
大
阪
市
、
神
戸
市
、
北
九
州
市
、
長
崎

市
な
ど
、
全
国
８
カ
所
で
病
院
を
運
営
し
て

い
る
。
そ
の
成
り
立
ち
と
立
地
か
ら
海
で
働

く
人
び
と
の
救
急
や
健
康
管
理
な
ど
を
担
っ

て
き
た
が
、
戦
後
は
、
一
般
生
活
者
に
も
対

象
を
広
げ
て
い
っ
た
。
現
在
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
、
市
民
の
医
療
と
救
急
体
制
を
支

え
、
さ
ら
に
介
護
や
社
会
福
祉
な
ど
幅
広
い

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
そ
ん
な
全
国
各
地
の
掖
済
会
病
院
の
中

で
、
最
大
規
模
を
誇
る
の
が
名
古
屋
掖
済
会

病
院
だ
。
港
湾
面
積
で
日
本
最
大
と
も
い
わ

れ
る
名
古
屋
港
を
背
景
に
、
海
で
働
く
人
び

と
の
病
院
と
し
て
１
９
４
８
年（
昭
和
23
年
）

11
月
に
開
設
さ
れ
た
。
名
古
屋
市
南
西
部
の

基
幹
病
院
と
し
て
、
地
域
医
療
を
支
え
る
存

在
で
も
あ
る
。
そ
の
核
と
な
る
の
が
救
急
医

療
と
高
度
医
療
で
あ
り
、
冒
頭
に
紹
介
し
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｅ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
は
、
地
域
の

高
度
急
性
期
医
療
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

　
名
古
屋
掖
済
会
病
院
が
あ
る
名
古
屋
市
中

川
区
に
は
、
地
域
名
の
由
来
と
も
な
っ
て
い

る
「
中
川
運
河
」
が
流
れ
て
い
る
。
こ
の
運

河
は
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
開
削
さ

れ
、
名
古
屋
港
と
名
古
屋
駅
を
結
ぶ
物
資
輸

送
の
重
要
な
動
脈
と
し
て
機
能
し
て
き
た
。

周
辺
に
は
港
湾
施
設
や
工
業
地
帯
が
広
が

り
、
海
上
交
通
も
盛
ん
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
海
の
救
急
医

療
と
呼
ば
れ
る
「
洋
上
救
急
」
は
、
海
員
の

た
め
の
病
院
と
し
て
開
設
さ
れ
た
歴
史
を
今

に
伝
え
る
取
り
組
み
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
。
航
行
中
の
船
舶
で
傷
病
者
が
発
生
す
る

こ
と
も
あ
り
、
名
古
屋
掖
済
会
病
院
は
名
古

屋
港
に
程
近
い
立
地
か
ら
、
迅
速
な
対
応
が

求
め
ら
れ
る
。
万
一
に
備
え
、
医
師
や
看
護

師
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
巡
視
船
で
現
場
へ
派

遣
し
、
処
置
を
行
い
な
が
ら
陸
上
の
医
療
機

関
へ
搬
送
す
る
洋
上
救
急
体
制
を
支
え
る
た

め
、
海
上
保
安
庁
等
、
関
係
機
関
と
連
携
し

た
24
時
間
体
制
の
救
急
・
救
助
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
て
い
る
。

　「
洋
上
救
急
は
、
主
に
海
上
保
安
庁
と
連

携
し
て
い
ま
す
。
緊
急
時
に
は
海
上
保
安
庁

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
医
師
が
現
場
へ
向
か

い
、
機
内
で
処
置
を
行
い
な
が
ら
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
へ
搬
送
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

ま
た
、
院
内
に
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
備
え
、
船

上
で
の
ト
リ
ア
ー
ジ
や
応
急
処
置
に
も
対
応

で
き
る
体
制
を
常
時
整
え
て
い
ま
す
」

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
背
景
に
は
、「
命

を
守
る
」と
い
う
当
院
の
基
本
姿
勢
が
あ
る
。

　「
名
前
の
由
来
で
あ
る
掖
済
に
は
『
脇
に

手
を
添
え
て
、
助
け
る
』
と
い
う
意
味
が
あ

り
ま
す
。
当
院
は
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
る
重

症
の
患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
歩
い
て
来
院

さ
れ
た
患
者
さ
ん
に
対
し
て
も
し
っ
か
り
診

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
初
期
救
急
と
い
っ
て

も
、
中
に
は
重
篤
な
病
気
が
潜
ん
で
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
診
療
科
や
職
種
に
と
ら
わ

れ
な
い
チ
ー
ム
医
療
と
、
地
域
と
の
医
療
連

携
を
通
じ
て
、
予
防
か
ら
治
療
、
終
末
期
医

療
ま
で
総
合
的
に
提
供
で
き
る
の
が
当
院
の

特
徴
で
す
」

海
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た

病
院
の
歴
史

脇
に
手
を
添
え
て
、
助
け
る

公益社団法人日本海員掖済会 名古屋掖済会病院

院長 北川 喜己
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ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
制
作
に
定
評
の
あ
る

東
海
テ
レ
ビ
放
送
株
式
会
社
が
、
２
０
２
１

年
６
月
か
ら
２
０
２
２
年
２
月
に
か
け
て
、

掖
済
会
病
院
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
密
着

取
材
を
行
っ
た
。
こ
の
記
録
を
ま
と
め
た
番

組
が
放
送
さ
れ
る
と
、
全
国
か
ら
大
き
な
反

響
を
呼
ん
だ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も「
断
ら
な
い
Ｅ
Ｒ
」

を
貫
き
、
年
間
１
万
台
以
上
の
救
急
車
を
受

け
入
れ
る
べ
く
奮
闘
し
、
葛
藤
す
る
医
師
や

ス
タ
ッ
フ
。
病
気
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
的
背
景
を
持
つ
患
者
に
向
き
合
う
現

場
の
あ
た
た
か
な
姿
。
若
手
医
師
と
救
急
医

を
目
指
す
研
修
医
の
絆
と
成
長
。

　
映
し
出
さ
れ
た
の
は
、
医
療
ド
ラ
マ
の
よ

う
な
鮮
や
か
な
世
界
で
は
な
い
が
、
し
か
し

本
当
に
リ
ア
ル
な
救
急
の
現
場
だ
っ
た
。
こ

れ
が
、
多
く
の
人
び
と
の
心
に
さ
さ
っ
た
。

　「
番
組
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
々
か
ら
多
く

の
反
応
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
反
響
が
予
想

以
上
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
映
画
と
し
て
再

編
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
」

　
映
画
の
タ
イ
ト
ル
は
「
そ
の
鼓
動
に
耳
を

あ
て
よ
」。
２
０
２
４
年
１
月
末
か
ら
全
国

の
映
画
館
で
公
開
さ
れ
た
。
口
コ
ミ
や
レ

ビ
ュ
ー
が
観
客
を
呼
び
、
上
映
期
間
を
延
長

す
る
映
画
館
も
あ
っ
た
ほ
ど
だ
っ
た
。

　「
ス
ク
リ
ー
ン
に
描
き
出
さ
れ
た
の
は
当

院
ス
タ
ッ
フ
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
で
し
た

が
、
多
く
の
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

本
当
に
感
謝
、
感
激
で
し
た
」

　
そ
し
て
も
う
一
つ
、
掖
済
会
病
院
の
救
急

医
療
に
対
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
の
が
、

ド
ク
タ
ー
カ
ー
と
ラ
ピ
ッ
ド
カ
ー
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
通

じ
て
導
入
さ
れ
た
。
北
川
院
長
が
経
緯
を
振

り
返
る
。

　「
当
院
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
Ｅ
Ｒ
も
含
め
、
一
刻
も
早
く
患
者

さ
ん
の
命
を
救
う
た
め
、
設
備
や
ス
タ
ッ
フ

教
育
の
面
で
東
海
エ
リ
ア
で
も
高
い
水
準
に

あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
救
え
な
い
命
は
あ
り

ま
す
。
た
と
え
ば
外
傷
で
は
、止
血
を
行
い
、

搬
送
中
か
ら
手
術
や
処
置
を
開
始
し
な
け
れ

ば
助
か
ら
な
い
場
合
も
あ
り
、
病
院
ま
で
持

た
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
す
。

　
救
急
医
に
と
っ
て
、
時
間
と
の
闘
い
の
な

か
で
間
に
合
わ
ず
患
者
さ
ん
を
救
え
な
か
っ

た
と
い
う
忸
怩
た
る
思
い
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
仲
間

も
同
じ
で
す
。

　
病
院
が
現
場
に
い
ち
早
く
出
向
き
、
そ
の

場
で
治
療
を
開
始
で
き
れ
ば
助
け
ら
れ
る
。

そ
う
考
え
、
現
場
で
治
療
が
で
き
る
ド
ク

タ
ー
カ
ー
が
必
要
だ
と
判
断
し
ま
し
た
。
そ

れ
で
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
協
議
し
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
し
よ
う
と
い
う
話

に
な
っ
た
の
で
す
」

　
目
標
金
額
は
４
０
０
０
万
円
だ
っ
た
が
、

集
ま
っ
た
資
金
は
５
０
９
８
万
円
と
目
標
を

大
き
く
上
回
っ
た
。
近
隣
だ
け
で
な
く
全
国

各
地
か
ら
寄
附
が
寄
せ
ら
れ
、
同
時
に
多
く

の
感
謝
の
声
も
届
い
た
。

　「
父
が
搬
送
さ
れ
一
命
を
と
り
と
め
た
」

「
救
急
車
で
運
ば
れ
不
安
な
時
に
寄
り
添
っ

て
も
ら
っ
た
」「
大
変
な
仕
事
だ
と
思
う
が

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」—

—

顔
も
分
か
ら
な
い

支
援
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
言
葉
は
、
金
額
以

上
の
大
き
な
財
産
と
な
っ
た
と
い
う
。

　
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
構
想
に
は
現
場
の
救

急
医
が
携
わ
り
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を

救
う
た
め
の
工
夫
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
。

２
０
２
４
年
８
月
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ

た
。
超
音
波
検
査
や
処
置
、
手
術
に
も
対
応

可
能
で
、
車
内
で
取
得
し
た
検
査
デ
ー
タ
を

移
動
中
に
病
院
と
共
有
で
き
る
。「
助
け
た

く
て
も
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
命
を
救
う
こ
と

に
貢
献
し
て
い
る
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
掖
済
会
病
院
の
救
急
専
従
医
は
15

人
。
北
川
院
長
は
「
高
齢
者
の
救
急
患
者
が

年
々
増
加
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、

ま
だ
十
分
な
体
制
と
は
言
え
な
い
」
と
本
音

を
漏
ら
す
。

　
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
加
え
、
が
ん
治
療

で
は
消
化
器
外
科
領
域
を
中
心
に
腹
腔
鏡
や

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
に
よ
る
低
侵
襲
手
術
を
実
施

し
て
い
る
。
循
環
器
内
科
や
脳
神
経
外
科
の

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
も
24
時
間
体
制
で
対
応
し

て
い
る
が
、
循
環
器
領
域
で
は
医
師
が
ぎ
り

ぎ
り
の
人
数
で
支
え
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。「
今
後
は
急
性
期
医
療
の
拠
点
機
能
の

充
実
と
医
療
従
事
者
の
確
保
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
」
と
将
来
を
見
据
え
る
。

　
そ
の
北
川
院
長
の
モ
ッ
ト
ー
は「
苦
し
い
、

疲
れ
た
、
も
う
や
め
た
、
で
は
人
の
命
は
救

え
な
い
」。
今
も
救
急
の
現
場
に
立
ち
続
け

る
院
長
の
こ
の
言
葉
に
、
名
古
屋
掖
済
会
病

院
の
掖
済
会
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
凝
縮
さ
れ
て
い

る
。

　「（
病
気
や
症
状
が
）
軽
い
か
重
い
か
は
診

な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
救
急
車
が

来
た
ら
、
患
者
さ
ん
を
し
っ
か
り
診
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
、
断
ら
な
い
Ｅ
Ｒ
を
掲

げ
る
当
院
の
姿
勢
で
あ
り
、
今
も
変
わ
る
こ

と
な
く
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
」

救
急
医
療
の
さ
ら
な
る
進
化
へ

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
に

な
っ
た
救
命
救
急



スキマ時間で働ける
「スポットナース」が好評！！
対象範囲を県全域に拡大

　
「
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
求
人
募
集
を
し
て
も
、

な
か
な
か
看
護
師
を
紹
介
し
て
も
ら
え
な
い
。

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？
」

　

愛
知
県
看
護
協
会
が
運
営
す
る
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
に
は
、そ
ん
な
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
度
に
改
善
策
を
探
り
、
手
を
尽
く
し
て
い

く
中
で
浮
か
ん
で
き
た
の
は
、
看
護
師
の
働
き

方
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
実
態
で
す
。

　

求
人
側
の
多
く
は
、
常
勤
ま
た
は
非
常
勤
で

あ
っ
て
も
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
け
る
人
を
求
め
ま

す
が
、
そ
の
働
き
方
が
若
い
人
た
ち
の
生
活
実

態
に
必
ず
し
も
合
わ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
す
。

　

病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
働
き
た
い
と
思
っ
て

も
、
子
育
て
や
親
の
介
護
な
ど
で
な
か
な
か
時

間
が
自
由
に
な
ら
な
い
。
夕
診
や
夜
勤
は
難
し

い
。
看
護
師
資
格
が
あ
っ
て
働
く
気
持
ち
は

あ
っ
て
も
、
年
齢
や
ブ
ラ
ン
ク
、
技
術
不
足
な

ど
か
ら
つ
い
て
い
け
る
か
不
安
、
な
ど
が
主
な

理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

逆
に
、
自
分
の
空
き
時
間
や
ス
キ
マ
時
間
を

利
用
し
て
働
け
る
、
ま
た
は
週
の
う
ち
２
日
、

３
日
な
ら
働
け
る
、
そ
う
い
う
働
き
方
を
希
望

す
る
人
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。
な
か
で
も
一

番
働
き
盛
り
の
子
育
て
世
代
の
若
い
人
た
ち

が
、
自
分
の
働
き
方
を
選
択
で
き
れ
ば
、
そ
の

人
た
ち
の
就
業
支
援
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
。
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
重
ね
る
中
で
生
ま
れ

た
の
が
「
ス
ポ
ッ
ト
ナ
ー
ス
」
で
す
。
正
職
員
、

非
常
勤
職
員
な
ど
決
め
ら
れ
た
時
間
で
の
雇
用

で
は
な
く
、
看
護
資
格
者
が
自
分
の
空
き
時
間

や
都
合
に
合
わ
せ
て
ス
ポ
ッ
ト
的
に
働
け
る
制

度
で
、
い
わ
ゆ
る
“
ス
キ
マ
バ
イ
ト
”
の
よ
う

な
仕
組
み
で
す
。

　

１
回
の
時
間
は
２
～
３
時
間
程
度
の
仕
事
が

多
く
、
働
く
者
に
と
っ
て
は
柔
軟
な
働
き
方
が

提
供
さ
れ
、
人
出
の
欲
し
い
企
業
と
ワ
ー
カ
ー

の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
こ
ろ
が
特
徴
で

す
。

　

２
０
２
４
年
10
月
か
ら
県
内
の
医
師
会
や
病

院
協
会
に
事
業
の
説
明
を
行
い
、
２
０
２
５
年

７
月
か
ら
名
古
屋
市
医
師
会
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

に
試
験
的
に
運
用
を
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
求
人
、
求
職
双
方
の
側
か
ら
登
録
が
あ
り
、

マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
す
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

順
調
に
運
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
２
０
２
６
年
２
月
か
ら
愛
知
県
医
師
会

の
協
力
の
も
と
、
各
診
療
所
に
お
い
て
説
明
会

な
ど
を
実
施
、
さ
ら
に
対
象
範
囲
を
広
げ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
３
月
31
日
現
在
で
は
、
ス
ポ
ッ

ト
ナ
ー
ス
登
録
看
護
師
６
１
４
名
、
事
前
登
録

医
療
機
関
79
施
設
、求
人
公
開
件
数
８
０
５
件
、

採
用
件
数
３
２
７
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ッ
ト
ナ
ー
ス
の
シ
ス
テ
ム
は
、
求
人
施

設
、
求
職
者
双
方
が
事
前
登
録
す
る
仕
組
み
で

す
。
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
募
集
条
件
を
明

確
に
し
た
求
人
票
を
登
録
し
、
ナ
ー
ス
側
は
、

急
な
募
集
に
も
対
応
で
き
る
人
を
対
象
に
事
前

登
録
を
行
う
こ
と
が
条
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
は
、
全
国
47

都
道
府
県
で
共
通
に
使
用
し
て
い
る
「
ｅ
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
」を
利
用
し
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
を
介
し
て
、
求
人
施
設
と
求
職
者
を

マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
く
仕
組
み
で
す
。

　

短
期
の
募
集
で
あ
る
こ
と
か
ら
履
歴
書
な
ど

の
や
り
と
り
を
行
う
必
要
は
な
く
、
基
本
的
に

は
シ
ス
テ
ム
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
求
職
者
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
が
そ
の
機
能
を
果
た
し
ま
す
。
病

院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
側
は
、
そ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

を
確
認
し
た
う
え
で
、
採
否
を
決
定
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

求
職
登
録
者
の
中
に
は
、
ス
ポ
ッ
ト
ナ
ー
ス

制
度
を
活
用
し
て
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
で
働
い
て
み

た
い
人
も
い
ま
す
。
仕
事
の
内
容
も
登
録
の
際

に
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ク

が
あ
っ
て
不
安
と
い
う
人
向
け
に
は
、
看
護
協

会
で
復
職
支
援
や
現
場
復
帰
の
研
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。
看
護
資
格
さ
え
あ
れ
ば
50
代
、
60
代

で
あ
っ
て
も
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ス
ポ
ッ
ト
ナ
ー
ス
は
、
愛
知
県
看
護
協
会
・

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
が
全
国
で
初
め
て
取
り
組
ん

だ
事
業
で
す
が
、
厚
生
労
働
省
や
日
本
看
護
協

会
な
ど
中
央
か
ら
の
反
響
、
反
応
も
相
次
い
で

い
ま
す
。
今
後
、
県
全
域
に
対
象
範
囲
が
広
が

る
こ
と
か
ら
、
よ
り
多
く
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
の
就
業
支
援

1 9

不
安
克
服
、
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
も
可
能
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先
進
的
な
医
療
と
断
ら
な
い
救
急

　

刈
谷
豊
田
総
合
病
院
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

下
手
術
、
腹
腔
鏡
手
術
や
胸
腔
鏡
手
術
な
ど
、

よ
り
安
全
で
、
患
者
の
体
に
負
担
が
少
な
い
低

侵
襲
手
術
が
主
流
だ
。

　

２
０
１
３
年
２
月
に
「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
Ｓ
ｉ
」

を
導
入
し
、
そ
の
後
、
２
０
２
０
年
10
月
に
は

県
内
で
い
ち
早
く
「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
Ｘ
ｉ
／
Ｘ
」

を
導
入
、
以
来
積
極
的
に
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手

術
を
行
い
、
消
化
器
外
科
で
は
す
で
に
症
例
数

が
１
０
０
例
を
超
え
て
い
る
。
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
は

現
在
３
台
稼
働
し
て
お
り
、
吉
田
憲
生
病
院
長

に
よ
る
と
「
消
化
器
外
科
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ダ

ヴ
ィ
ン
チ
手
術
が
保
険
適
用
の
対
象
に
な
っ
て

い
る
診
療
科
で
は
、
ほ
ぼ
フ
ル
稼
働
の
状
態
」

だ
と
い
う
。

　

手
術
室
は
中
央
棟
の
３
階
、
４
階
フ
ロ
ア
に

併
せ
て
12
室
あ
り
、
大
学
病
院
並
み
と
も
い
え

る
先
進
的
な
設
備
を
整
え
て
い
る
。
目
を
引
く

の
は
高
機
能
手
術
室
だ
。
８
室
あ
る
う
ち
４
室

は
脳
神
経
外
科
や
心
臓
血
管
外
科
、
人
工
関

節
、
脊
椎
の
手
術
な
ど
も
行
え
る
無
菌
手
術
室

を
含
む
極
め
て
ク
リ
ー
ン
か
つ
高
機
能
な
手
術

室
を
完
備
。
高
度
で
専
門
的
な
手
術
は
こ
こ
で

行
わ
れ
て
い
る
。

　

手
術
室
を
支
え
る
の
が
専
門
ス
タ
ッ
フ
だ
。

手
術
担
当
医
を
中
心
に
、
麻
酔
科
医
、
看
護

師
、
臨
床
工
学
技
士
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

性
を
活
か
し
た
、
安
全
か
つ
質
の
高
い
手
術
に

全
神
経
を
集
中
す
る
。
な
か
で
も
高
度
で
複
雑

な
医
療
機
器
を
多
く
扱
う
こ
と
か
ら
、
専
門
知

識
を
持
つ
臨
床
工
学
技
士
が
手
術
室
に
常
勤
し

て
お
り
、
看
護
師
と
と
も
に
手
術
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
。

　
「
当
院
は
、
市
民
病
院
と
し
て
の
役
割
と
救

急
や
災
害
医
療
、
が
ん
治
療
と
い
っ
た
急
性
期

病
院
と
し
て
の
使
命
を
担
っ
て
い
ま
す
。
と
く

に
救
急
は
“
断
ら
な
い
救
急
”
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

24
時
間
３
６
５
日
の
体
制
で
稼
働
し
て
お
り
、

重
症
患
者
に
対
し
て
は
ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
出
動

さ
せ
ま
す
。
近
隣
の
医
療
機
関
や
消
防
と
も
連

携
し
、
心
血
管
障
害
、
脳
血
管
障
害
、
急
性
の

感
染
症
、
重
症
肺
炎
、
交
通
事
故
に
よ
る
外
傷

な
ど
を
含
め
て
広
く
受
け
入
れ
て
い
ま
す
」（
吉

田
病
院
長
）

専
門
職
が
集
ま
る
多
職
種
チ
ー
ム

　

刈
谷
豊
田
総
合
病
院
の
強
み
は
、
も
と
よ
り

急
性
期
医
療
だ
け
で
は
な
い
。
同
じ
こ
ろ
緩
和

ケ
ア
病
棟
で
は
、
別
の
チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
が
患

者
や
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
い
た
。
医

師
・
看
護
師
・
臨
床
心
理
士
・
薬
剤
師
・
管
理

栄
養
士
・
理
学
療
法
士
・
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
連
携
、
協
力
し
、

患
者
の
痛
み
や
不
安
、
身
体
症
状
が
少
し
で
も

和
ら
ぐ
よ
う
万
全
の
体
制
で
支
え
て
い
る
。

　

緩
和
ケ
ア
の
ほ
か
、
院
内
に
は
透
析
予
防
診

療
、
呼
吸
ケ
ア
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
、
栄
養
サ

KARIYA TOYOTA
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ポ
ー
ト
、
摂
食
・
嚥
下
ケ
ア
、
褥
瘡
対
策
、
医
療
安

全
や
感
染
管
理
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
な
ど
、
複
数

の
医
療
専
門
職
が
連
携
し
た
多
職
種
チ
ー
ム
も
活
動

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
グ
ル
ー
プ
内
に
は
急
性
期
の

治
療
を
終
え
た
回
復
期
、
慢
性
期
の
療
養
を
担
う
刈

谷
豊
田
東
病
院
、
高
浜
豊
田
病
院
も
あ
る
。

　

刈
谷
豊
田
総
合
病
院
は
、
地
域
医
療
支
援
病
院
、

災
害
拠
点
病
院
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
指
定
病
院
、

愛
知
県
が
ん
診
療
拠
点
病
院
、
地
域
周
産
期
母
子
医

療
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
多
く
の
施
設
認
定
や
指
定
を
受

け
て
い
る
。
そ
れ
は
と
り
も
直
さ
ず
、
高
い
診
療
レ

ベ
ル
と
、
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
体
制
が
確
立

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

人
口
急
増
都
市
の
医
療
を
支
え
る

　

病
床
数
７
０
４
床
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
高

度
急
性
期
か
ら
回
復
期
、
慢
性
期
、
介
護
分
野
に
至

る
ま
で
一
体
的
に
カ
バ
ー
す
る
刈
谷
豊
田
総
合
病
院

は
、
地
域
で
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
か
。

　

病
院
が
あ
る
愛
知
県
刈
谷
市
は
、
人
口
約
15
万
人

を
数
え
る
ト
ヨ
タ
系
企
業
の
集
積
地
と
し
て
知
ら
れ

る
工
業
都
市
だ
。
豊
田
自
動
織
機
や
デ
ン
ソ
ー
、
ア

イ
シ
ン
な
ど
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
の
主
要
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

の
本
社
・
工
場
が
集
中
し
て
お
り
、
製
造
業
が
盛
ん

な
ま
ち
と
し
て
栄
え
て
き
た
。

　

そ
の
刈
谷
市
の
南
西
に
隣
接
す
る
の
が
高
浜
市

だ
。
高
浜
市
は
、
衣
浦
湾
に
面
す
る
人
口
約
５
万
人

の
都
市
で
、
刈
谷
市
と
と
も
に
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
の

主
要
企
業
が
集
積
す
る
西
三
河
地
域
の
一
部
を
構
成

し
、
製
造
業
な
ど
で
働
く
場
を
求
め
て
、
県
内
外
か

ら
多
く
の
人
が
集
ま
る
地
域
で
も
あ
る
。

　

ち
な
み
に
刈
谷
市
、
高
浜
市
を
含
む
西
三
河
南
部

西
地
域
の
医
療
圏
人
口
は
約
70
万
人
と
も
い
わ
れ
、

刈
谷
豊
田
総
合
病
院
は
ま
さ
に
そ
の
中
核
を
担
う
存

在
と
も
い
え
る
。

　

刈
谷
豊
田
総
合
病
院
の
歴
史
は
、
１
９
３
５
年（
昭

和
10
年
）
に
現
在
の
刈
谷
市
東
陽
町
に
開
業
し
た
外

科
医
院
が
始
ま
り
だ
。
そ
の
後
、
地
域
医
療
に
情
熱

を
注
ぐ
初
代
病
院
長
の
古
居
亮
治
郎
氏
と
、
社
会
貢

献
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
豊
田
自
動
織
機
製
作
所
社

長
の
石
田
退
三
氏
が
出
会
い
、
意
気
投
合
。
豊
田
自

動
織
機
が
外
科
医
院
を
譲
り
受
け
る
形
で
、
豊
田
病

院
と
し
て
経
営
を
引
き
継
い
で
い
く
。
吉
田
病
院
長

が
、
経
緯
を
振
り
返
る
。

　
「
刈
谷
市
は
工
場
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
も
と

も
と
は
工
場
で
働
く
人
た
ち
の
ケ
ガ
な
ど
の
治
療
を

す
る
病
院
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
戦
後
の
経
済
復
興
と

と
も
に
自
動
車
関
連
産
業
が
躍
進
し
、
刈
谷
市
の
人

口
が
急
増
す
る
と
、
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
の
社
員
や
家

族
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
市
民
が
か
か
る
総
合
病
院

が
切
望
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
で

１
９
６
２
年
（
昭
和
37
年
）
に
、
刈
谷
市
と
豊
田
自

動
織
機
、
日
本
電
装
（
現
・
デ
ン
ソ
ー
）、
ト
ヨ
タ

車
体
、
愛
知
工
業
（
現
・
ア
イ
シ
ン
精
機
）、
豊
田

工
機
（
現
・
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
）、
民
成
紡
績
（
現
・

ト
ヨ
タ
紡
織
）、
愛
知
製
鋼
の
７
社
と
、
健
康
保
険

組
合
に
よ
る
医
療
法
人
豊
田
会
が
発
足
、
総
合
病
院

の
新
設
へ
と
つ
な
が
る
わ
け
で
す
」

　

そ
れ
が
前
身
と
な
っ
た
刈
谷
豊
田
病
院
で
あ
る
。

H O S P I T A L  P O R T R A I T S
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つ
ま
り
、
工
業
都
市
と
し
て
栄
え
つ
つ
あ
っ
た

人
口
急
増
都
市
・
刈
谷
市
や
隣
接
の
高
浜
市
に

は
、
一
般
市
民
が
安
心
し
て
か
か
れ
る
総
合
病

院
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
７

社
（
の
ち
に
８
社
・
豊
田
通
商
）
の
後
ろ
盾
を

得
て
、
豊
田
病
院
が
そ
の
役
割
を
引
き
受
け
る

こ
と
で
自
治
体
の
合
意
を
得
て
、
地
域
の
総
合

病
院
の
役
割
を
も
担
う
こ
と
に
な
る
の
だ
。

　

そ
の
後
時
を
経
て
、
１
９
８
３
年
（
昭
和
58

年
）
に
刈
谷
豊
田
病
院
か
ら
「
刈
谷
総
合
病
院
」

に
改
称
、
以
来
刈
谷
市
と
高
浜
市
、
医
療
法
人

豊
田
会
と
の
地
域
共
同
設
立
病
院
と
し
て
認
知

さ
れ
て
い
く
。

法
人
内
完
結
型
医
療
の
強
み

　

ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
８
社
の
従
業
員
と
家
族
、

近
郊
の
一
般
市
民
に
幅
広
く
利
用
で
き
る
公
共

性
を
持
っ
た
刈
谷
豊
田
総
合
病
院
は
、
発
足
当

初
か
ら
「
社
会
貢
献
」
と
「
患
者
第
一
主
義
」

を
理
念
に
掲
げ
て
き
た
。
同
時
に
、
患
者
に

と
っ
て
良
い
医
療
は
何
か
を
常
に
追
求
し
、
快

適
な
療
養
環
境
の
整
備
と
高
度
医
療
機
器
の
積

極
的
導
入
、
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
な
ど
を
通
し
、

安
全
で
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
も

努
め
て
い
る
。

　

な
か
で
も
最
大
の
強
み
は
、
急
性
期
か
ら
回

復
期
、
慢
性
期
療
養
か
ら
在
宅
医
療
、
介
護
・

福
祉
施
設
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
医
療
法
人
内

で
完
結
す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
こ
と
だ
。
吉

田
病
院
長
が
説
明
す
る
。

　
「
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
８
社
の
医
療
法
人
で
成

り
立
っ
て
い
る
病
院
で
す
の
で
、
基
本
的
に
は

急
性
期
医
療
や
救
急
・
災
害
医
療
、
が
ん
医

療
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
先
進
的
な
医
療
が
主
要

な
柱
で
す
。
同
様
に
、
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
が
掲

げ
る
『
地
域
社
会
へ
の
貢
献
』
を
理
念
に
し
て

い
ま
す
の
で
、
市
民
病
院
と
し
て
の
機
能
、
役

割
を
し
っ
か
り
と
果
た
す
使
命
も
担
っ
て
い
ま

す
。
当
院
は
、
西
三
河
南
部
西
医
療
圏
の
基
幹

病
院
の
一
つ
で
、
周
辺
に
は
大
き
な
病
院
が
少

な
い
こ
と
も
あ
っ
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
医
療
に

対
す
る
要
望
や
ニ
ー
ズ
に
極
力
、
応
え
て
い
く

責
務
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
当
院
で
は
、
高

度
急
性
期
や
急
性
期
の
病
院
だ
け
で
は
な
く
、

急
性
期
の
治
療
が
終
了
し
た
患
者
さ
ん
の
療
養

先
と
し
て
、
刈
谷
豊
田
東
病
院
、
高
浜
豊
田
病

院
と
い
う
回
復
期
や
慢
性
期
の
病
院
を
医
療
法

人
の
中
に
有
し
て
い
ま
す
。
施
設
で
の
療
養
が

必
要
な
方
や
、
在
宅
で
の
療
養
を
希
望
す
る
人

に
は
、
当
院
で
の
医
療
の
流
れ
が
完
結
で
き
る

よ
う
に
介
護
施
設
や
か
か
り
つ
け
医
さ
ん
と
の

連
携
を
通
じ
て
、
切
れ
目
の
な
い
医
療
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
そ
の
際
、
地
域
と
の
連
携
が
重
要
に
な
る
が
、

通
常
の
病
病
連
携
、
病
診
連
携
と
ど
の
よ
う
に

違
う
の
か
、
吉
田
病
院
長
が
言
及
す
る
。

　
「
同
じ
法
人
内
で
、
医
師
同
士
は
普
段
か
ら

顔
の
見
え
る
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
の
で
情
報

交
換
の
密
度
は
か
な
り
濃
い
と
思
い
ま
す
。
た

と
え
ば
特
定
の
診
療
情
報
に
つ
い
て
、
患
者
さ

ん
の
承
諾
を
得
た
う
え
で
お
互
い
の
病
院
で
電

子
カ
ル
テ
を
共
有
し
、
情
報
を
や
り
取
り
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
老
人
保
健
施
設
も
有
し
て

い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
患
者
さ
ん
に
は
そ

う
し
た
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
」

　

入
院
か
ら
治
療
後
の
療
養
、
生
活
支
援
ま
で

一
体
的
な
体
制
が
整
っ
て
い
る
の
は
、
患
者
や

家
族
に
と
っ
て
も
安
心
だ
。
と
は
い
え
、
医
療

法
人
内
で
す
べ
て
囲
い
込
む
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
吉
田
病
院
長
は
「
当

院
で
治
療
さ
れ
て
、
近
隣
の
別
の
施
設
に
戻
っ

て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
別
の
医
療

機
関
か
ら
の
ご
紹
介
で
、
回
復
期
の
患
者
さ
ん

を
受
け
入
れ
た
り
す
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
あ
り

ま
す
」
と
、
他
の
施
設
や
医
療
機
関
と
の
連
携

の
重
要
性
も
口
に
す
る
。

　

大
切
な
の
は
、
患
者
や
家
族
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
。
法
人
内
完

結
型
医
療
は
、
ま
さ
に
地
域
住
民
の
い
の
ち
と

健
康
を
守
る
た
め
の
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
の
だ
。

３
つ
の
幸
せ
を
届
け
る

　

刈
谷
豊
田
総
合
病
院
が
め
ざ
す
姿
と
し
て
、

吉
田
病
院
長
は
「
３
つ
の
幸
せ
」
を
掲
げ
る
。

い
わ
く
「
患
者
さ
ん
の
幸
せ
、
地
域
の
幸
せ
、

職
員
と
家
族
の
幸
せ
」
で
あ
る
。

　
「
患
者
さ
ん
の
幸
せ
と
は
、
適
切
な
診
療
を

安
心
、
安
全
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
私
た
ち
医

療
者
は
最
新
の
知
識
と
技
術
を
習
得
し
、
医
療

倫
理
に
も
十
分
配
慮
し
た
患
者
さ
ん
本
位
の
医

療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。
２
つ

目
の
地
域
の
幸
せ
は
、
誰
も
が
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
適
切
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
地

域
の
医
療
機
関
と
連
携
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
。
救
急
医
療

や
災
害
医
療
の
提
供
体
制
に
つ
い
て
も
し
っ
か

り
維
持
し
て
い
く
。
３
つ
目
の
職
員
と
家
族
の

幸
せ
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
誇
り
を
持
っ
て

働
く
こ
と
が
で
き
る
病
院
で
あ
る
こ
と
、
を
そ

れ
ぞ
れ
意
味
し
ま
す
。
そ
れ
が
ひ
い
て
は
、
患

者
さ
ん
の
幸
せ
、
地
域
の
幸
せ
に
も
つ
な
が
る

と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
救
急
外
来
や
集

中
治
療
室
を
新
し
く
し
て
、
災
害
に
強
い
建
物

に
す
る
計
画
を
検
討
中
だ
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震

な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
大
規
模
な
防
災
訓
練

な
ど
も
年
一
回
実
施
し
て
お
り
、
今
後
は
さ
ら

に
災
害
対
策
支
援
や
救
命
救
急
に
も
力
を
入
れ

な
が
ら
、
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
が
め
ざ
す
「
地
域

社
会
に
貢
献
」
し
て
い
く
方
針
だ
。

H O S P I T A L  P O R T R A I T S
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医療の高度化や治療の複雑化などに伴い薬剤師の重要性が高まっている。とくに
入院患者へのケアやチーム医療において病院薬剤師の存在は大きく、中小病院で
は偏在化が課題になっている。病院薬剤師に今、何が求められているのか？愛知
県病院薬剤師会の山田成樹会長に聞いた。

薬
物
療
法
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

︱
「
医
薬
分
業
」
が
進
み
、
薬
剤
師
は
患
者

の
薬
物
療
法
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
専

門
職
へ
と
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
と
い
わ

れ
ま
す
。
病
院
に
勤
務
す
る
病
院
薬
剤
師
の

役
割
は
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　

病
院
薬
剤
師
に
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
役

割
は
、
大
き
く
二
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一

つ
は
、
対
人
業
務
へ
の
シ
フ
ト
、
す
な
わ
ち

入
院
患
者
さ
ん
の
薬
物
に
関
す
る
ケ
ア
で

す
。
入
院
時
に
患
者
さ
ん
が
普
段
飲
ん
で
い

る
薬
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
を
す
べ
て
チ
ェ
ッ

ク
し
、
入
院
中
の
薬
と
の
重
複
や
飲
み
合
わ

せ
を
確
認
し
ま
す
。
患
者
さ
ん
と
の
対
話
を

通
じ
て
、
薬
物
の
有
害
事
象
や
副
作
用
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
、
服
用
状
況
、
体
調
変
化

な
ど
を
直
接
聞
き
取
り
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
副
作
用
の
初
期
症
状
を
見
逃
が
さ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
、
病
院
薬
剤
師
の
重

要
な
業
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
チ
ー
ム
医
療
の
一
員
と
し
て
、

医
療
従
事
者
に
対
し
て
薬
物
の
専
門
家
と
し

て
適
切
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
院

内
に
は
、
様
々
な
チ
ー
ム
が
存
在
し
ま
す
。

が
ん
化
学
療
法
チ
ー
ム
で
あ
れ
ば
、
抗
が
ん

剤
の
投
与
計
画
の
管
理
や
副
作
用
を
抑
え
る

薬
の
調
整
を
行
い
ま
す
。
Ｎ
Ｓ
Ｔ
（
栄
養
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）
で
あ
れ
ば
、
点
滴
や
経
口

摂
取
を
行
う
際
の
栄
養
管
理
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
提
案
、
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
に
お
い
て
は
、

痛
み
を
和
ら
げ
る
医
療
用
麻
薬
な
ど
の
適
切

な
使
用
方
法
の
提
案
な
ど
。
そ
れ
ぞ
れ
の

チ
ー
ム
に
か
か
わ
る
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
、
医

薬
品
の
適
切
な
情
報
を
届
け
る
の
が
役
割
に

な
り
ま
す
。

　

病
院
内
で
は
、
が
ん
化
学
療
法
や
感
染
症

対
策
な
ど
、
特
定
の
分
野
で
医
師
と
対
等
に

議
論
す
る
専
門
薬
剤
師
の
活
躍
が
注
目
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
高
度
な
専
門
性
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

医
療
が
日
進
月
歩
で
進
化
し
、
高
度
化
や

複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
新
薬
も
次
つ
ぎ
と
開

発
さ
れ
、
医
薬
品
が
複
合
的
に
か
み
合
わ

さ
っ
て
治
療
が
行
わ
れ
る
に
つ
れ
て
、
医
師

の
判
断
だ
け
で
は
必
ず
し
も
対
応
で
き
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

病
院
の
診
療
科
は
、
一
般
的
に
循
環
器
や

消
化
器
、
呼
吸
器
な
ど
臓
器
別
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
医
療
も
専
門
化
し

て
お
り
、
医
師
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
の

薬
剤
に
つ
い
て
理
解
は
し
て
い
て
も
、
専
門

以
外
の
分
野
ま
で
は
必
ず
し
も
カ
バ
ー
し
き

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
時
に
、
病
院
薬
剤
師

が
正
し
く
情
報
を
入
手
し
て
、
現
場
の
医
師

や
看
護
師
に
届
け
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
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治
療
全
体
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

︱
病
院
薬
剤
師
は
、
薬
剤
の
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ

に
と
ど
ま
ら
ず
、
専
門
分
野
を
も
つ
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
時
代
と
も
い
え
ま
す
が
、
病
院

薬
剤
師
の
専
門
性
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に

う
か
が
え
ま
す
か
？

　

注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
専
門
薬
剤
師
や

認
定
薬
剤
師
で
す
。
特
定
の
分
野
で
深
い
知

識
、
経
験
を
も
っ
た
薬
剤
師
の
こ
と
で
、
多

く
の
学
会
や
各
種
団
体
か
ら
資
格
提
供
が
行

わ
れ
る
な
ど
育
成
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
が
ん
、
糖
尿
病
、
緩
和
ケ

ア
、
感
染
制
御
、
精
神
科
、
妊
婦
・
授
乳
婦
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
な
ど
の
領
域
で
、
専
門
薬
剤

師
や
認
定
薬
剤
師
を
め
ざ
す
人
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

専
門
薬
剤
師
と
認
定
薬
剤
師
は
、
実
務
経

験
や
疾
患
症
例
の
提
示
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
資

格
基
準
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
認
定

薬
剤
師
の
資
格
取
得
が
先
に
な
り
ま
す
。
そ

の
後
、
自
分
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
を
も
ち
、

学
会
発
表
や
論
文
な
ど
を
通
じ
て
研
究
内
容

が
評
価
さ
れ
、
認
定
薬
剤
師
に
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
さ
れ
て
、
専
門
薬
剤
師
の
資
格
を
得
る

イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
格
を
持
つ
薬
剤
師
は
、
最
先

端
の
治
療
法
に
つ
い
て
医
師
と
対
等
に
議
論

し
、
治
療
の
質
を
高
め
る
役
割
を
担
い
ま

す
。
つ
ま
り
病
院
薬
剤
師
も
、
医
師
と
同
じ

よ
う
に
専
門
的
な
分
野
の
知
識
や
技
術
の
習

得
な
ど
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
、
す
な
わ
ち

自
ら
の
専
門
性
を
高
め
る
こ
と
が
必
須
要
件

に
な
っ
て
き
て
い
て
、
薬
学
的
な
視
点
か
ら

治
療
全
体
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
存
在
に

な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

病
院
薬
剤
師
と
外
部
の
薬
剤
師
に
よ
る

「
薬
薬
連
携
」
も
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は

医
療
で
い
う
と
こ
ろ
の
基
幹
病
院
と
地
域
の

病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
連
携
し
て
、
退
院
後

の
患
者
を
支
え
る
「
病
診
連
携
」
と
は
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
違
い
ま
す
。
病
院
と
薬
局
と
が
連

携
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
病
院
薬
剤
師
と
院

外
薬
局
の
薬
剤
師
個
々
人
が
、
情
報
共
有
や

情
報
交
換
を
す
る
連
携
を
意
味
し
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
患
者
さ
ん
が
入
院
中
に
薬
が

変
わ
っ
た
り
、
新
た
に
薬
を
追
加
し
た
場
合

に
私
た
ち
病
院
薬
剤
師
は
患
者
さ
ん
に
そ
の

都
度
、
理
由
を
説
明
し
ま
す
。
で
も
患
者
さ

ん
が
退
院
し
、
通
院
す
る
よ
う
に
な
る
と
外

部
の
保
険
薬
局
で
薬
を
も
ら
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
時
に
患
者
さ
ん
が
、
薬
の
変
更

や
追
加
の
理
由
を
病
院
で
説
明
を
受
け
て
い

て
も
、
保
険
薬
局
の
薬
剤
師
さ
ん
に
伝
え
る

の
は
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
時
に
、
病
院
薬
剤
師
と
外
部
薬

剤
師
と
の
間
で
情
報
共
有
が
必
要
で
す
。
患

者
さ
ん
に
薬
を
渡
す
だ
け
で
は
な
く
、
次
に

受
診
す
る
ま
で
の
間
の
状
況
を
確
認
し
、
薬

愛知県病院薬剤師会
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の
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
要
に
応

じ
て
医
師
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
す
る
「
ト

レ
ー
シ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
」
を
提
出
し
ま
す
。

こ
の
レ
ポ
ー
ト
が
重
要
視
さ
れ
て
い
て
、
処

方
の
最
適
化
や
副
作
用
の
早
期
発
見
な
ど
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

 　

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
退
院
時
の
連
携

を
よ
り
強
化
し
よ
う
と
、
病
院
薬
剤
師
が
所

属
す
る
愛
知
県
病
院
薬
剤
師
会
と
、
院
外
薬

局
の
薬
剤
師
さ
ん
た
ち
が
所
属
す
る
愛
知
県

薬
剤
師
会
で
、
統
一
し
た
ト
レ
ー
シ
ン
グ
レ

ポ
ー
ト
の
様
式
を
つ
く
り
、
共
有
し
て
い
く

こ
と
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
病
院
と
在
宅
を
つ
な

ぐ
、
切
れ
目
の
な
い
薬
物
治
療
の
提
供
が
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
と
く
に
外
来
通

院
に
な
る
場
合
、
薬
物
治
療
を
途
切
れ
る
こ

と
な
く
行
う
た
め
に
、
在
宅
に
い
か
に
つ
な

い
で
い
く
か
が
、
病
院
薬
剤
師
に
求
め
ら
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

中
小
病
院
の
薬
剤
師
不
足
解
消
を

め
ざ
す

︱
医
療
業
界
は
も
と
よ
り
産
業
界
全
体
で
、

若
手
を
中
心
と
し
た
人
材
不
足
が
叫
ば
れ
て

い
ま
す
。
薬
剤
師
の
確
保
な
ど
人
材
育
成
に

つ
い
て
、
病
院
薬
剤
師
会
会
長
と
し
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
で
す
か
？

　

２
０
２
５
年
６
月
会
長
に
就
任
し
て
以

来
、
私
が
最
も
優
先
的
か
つ
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
の
は
、
病
院
薬
剤
師
不
足
の
問

題
で
す
。
と
く
に
病
院
薬
剤
師
の
地
域
偏
在

化
と
、
２
０
０
床
以
下
の
中
小
病
院
の
偏
在

化
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
を

ど
う
解
消
す
る
か
は
ま
さ
に
喫
緊
の
課
題
で

す
。
６
０
０
〜
７
０
０
床
ぐ
ら
い
の
大
き
な

病
院
で
は
あ
る
程
度
、
薬
剤
師
は
揃
っ
て
い

ま
す
が
、
中
小
病
院
は
募
集
を
し
て
も
な
か

な
か
集
ま
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
な
ん
と
か
し
た
い
の
で
す
。

　

中
小
の
病
院
に
薬
剤
師
が
集
ま
ら
な
い
の

は
、
若
い
人
た
ち
の
都
会
志
向
や
、
待
遇
面

な
ど
条
件
の
良
い
と
こ
ろ
に
人
が
集
ま
る
傾

向
が
少
な
か
ら
ず
影
響
は
し
て
い
る
で
し
ょ

う
。
で
も
そ
れ
以
上
に
、
私
は
薬
学
生
た
ち

の
就
職
に
結
び
つ
く
よ
う
な
活
動
、
い
わ
ゆ

る
就
職
説
明
会
、
病
院
見
学
会
な
ど
を
通
じ

て
、
病
院
薬
剤
師
が
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い

る
か
、
や
り
が
い
や
面
白
さ
を
十
分
、
伝
え

き
れ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
薬
学
生
は
、
２
・
５
ヵ
月
の
病

院
実
習
が
必
須
で
、
そ
の
単
位
を
ク
リ
ア
で

き
な
い
と
大
学
を
卒
業
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
病
院
実
習
を
受

け
ら
れ
る
施
設
が
、
県
内
で
70
施
設
ほ
ど
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
は
３
０
０
施
設
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
70
施
設
に
集
中
し
て

し
ま
っ
て
残
り
の
２
３
０
施
設
は
学
生
の
目

に
届
か
な
い
ま
ま
な
の
で
す
。
こ
れ
を
な
ん

と
か
学
生
の
目
に
止
ま
る
よ
う
に
、
見
学
会

や
病
院
実
習
に
つ
な
げ
て
、
中
小
病
院
に
目

を
向
け
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

中
小
病
院
の
薬
剤
師
は
、
大
き
な
病
院
と

違
っ
て
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
と
の
距
離
が
近
く
、

一
緒
に
病
棟
の
回
診
に
つ
い
て
治
療
に
参
画

し
た
り
、
患
者
さ
ん
と
の
対
応
を
含
め
て
い

ろ
ん
な
業
務
、
役
割
を
任
さ
れ
ま
す
。
回
復

期
の
病
院
や
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
型
の
病
院
で
は
、

ケ
ア
の
方
の
薬
物
治
療
に
関
し
て
も
相
談
を

受
け
た
り
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
も
あ
っ
て
、

や
り
が
い
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
病
院
薬

剤
師
と
し
て
の
関
わ
り
方
、
関
係
づ
く
り
の

面
で
も
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
は
多
い
の
で
、
ぜ

ひ
病
院
実
習
や
見
学
会
な
ど
を
通
し
て
、
質

の
高
い
仕
事
内
容
や
重
要
な
存
在
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

薬
剤
師
の
専
門
性
を
高
め
る

︱
物
価
高
騰
の
影
響
な
ど
で
厳
し
い
経
営
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
病
院
が
多
い
と
聞
き

ま
す
。
病
院
薬
剤
師
会
と
し
て
今
後
に
向
け

て
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い

と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
？

　

経
営
に
関
係
す
る
部
分
と
し
て
、
ど
の
医

薬
品
や
医
療
材
料
を
選
ぶ
か
な
ど
は
薬
剤
師
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の
裁
量
、
判
断
に
委
ね
ら
れ
ま
す
。
医
療
の

ク
オ
リ
テ
ィ
を
担
保
し
つ
つ
、
い
か
に
有
効

な
医
薬
品
や
材
料
を
見
極
め
、
選
定
す
る
か

が
、
病
院
薬
剤
師
に
ま
す
ま
す
問
わ
れ
る
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
、
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
分
野
と
し

て
は
、
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
時
、
薬
剤

師
は
医
療
活
動
の
維
持
に
不
可
欠
な
存
在
に

な
っ
て
い
ま
す
。
く
す
り
の
司
令
塔
と
し
て
、

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
（
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
や
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
）
に
参
画
す
る
な
ど
、
災
害
対
策
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
地
域
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
の

推
進
で
す
。
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
と
は
、
医
学

的
エ
ビ
デ
ン
ス
や
経
済
性
を
考
慮
し
て
作
成

さ
れ
た
「
推
奨
薬
リ
ス
ト
」
で
す
が
、
こ
れ

が
地
域
単
位
で
運
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
ど
の

医
療
機
関
に
か
か
っ
て
も
地
域
で
合
意
さ
れ

た
標
準
的
で
質
の
高
い
薬
物
療
法
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
治
療
の
質
の
均
一

化
や
、
病
院
と
薬
局
が
同
じ
リ
ス
ト
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
重
複
投
与
や
不
適
切
な
飲
み

合
わ
せ
を
防
ぎ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
「
対
人
」
へ
の

シ
フ
ト
は
ま
す
ま
す
進
む
で
し
ょ
う
。
在
宅

医
療
へ
の
つ
な
ぎ
、
未
病
・
予
防
へ
の
関
与

な
ど
を
含
め
て
薬
剤
師
の
専
門
性
を
、
さ
ら

に
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一般社団法人 愛知県病院薬剤師会
会長  山田 成樹



編集後記

今回の4つの取材を通じて、地域医療を支える現場の力強さを改めて実感いたしました。太田理事長

からは、中医協委員として診療報酬改定に尽力される姿勢を通じ、制度面から医療を支える重みを

感じました。山田会長からは、病院薬剤師の高度な専門性と連携力が医療の質を左右するという重

要な視点を伺いました。名古屋掖済会病院では、最新設備と「断らない救急」によって地域の命を守

る覚悟を目の当たりにし、刈谷豊田総合病院では先進医療と地域連携を両立させる取り組みが印象

に残りました。いずれの現場も、地域医療の未来を着実に前へ進めていると強く感じます。

発行人／（一社）東海地域医療・介護連携推進センター

代表理事　渡辺　徹
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愛知医療圏の「いま」と「これから」を考える。
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